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　石川県理学療法士会が担当する、第 39 回東海北陸理学療法学術大会まで、

いよいよあと 1 か月となりました。本ブロック学会は、石川・福井・富山・愛

知・静岡・岐阜・三重の 7 県の持ち回りにて開催されますが、中止やオンライ

ン開催を経て、4 年ぶりの対面開催（後日オンデマンド配信とのハイブリッド）

に向けて、今まさに準備が佳境に入っています。また今回は、第 32 回石川県

理学療法学術大会も併催として、石川県理学療法士会企画の公開講座や理学療

法週間事業も同時に行い、久しぶりに現地対面にて多くの会員が集う機会となります。

　 「多くの専門分野の学会がある中で、ブロック学会の意義・価値をどう考えていくか」

　これは学会の企画を検討する中で、度々議題になってきました。しかし、野口雅弘大会長が掲げた

「公衆衛生学的理学療法の発展―ジェネラリスト養成と専門分科の深化―」のテーマのもと、分野や

年代を超えて、未来の理学療法を考えるシンポジウムや多様な分野のトピックスを学べる教育講演、

そして何より同じ地域で仕事をする理学療法士の多様な取り組みを知り、交流が深まるようなプログ

ラムを構築することができました。学会に参加する目的はそれぞれに違いはあるかと思いますが、必

ず今後の一歩につながるような魅力ある内容になっていると思います。ぜひ詳しくは大会ホームペー

ジをご覧ください。

　準備委員会が立ち上がった 2 年前は、コロナ禍の見通しも立たず、開催方法や会場確保の決定にも

苦労しました。そして久しぶりの大型の対面事業が本学会となり、多くの不安を抱えながら準備をす

すめることになりましたが、これまでにも企画・広報・演題募集・座長査読者・運営スタッフ・協賛

などにおいて多くの会員並びに会員施設のご協力を頂き、改めて石川県理学療法士会の底力を感じて

います。ご協力に感謝申し上げます。

　 9 月 20 日まで事前参加登録も可能であり、現地会場では当日参加も受け付けます。どうしても現

地参加が難しい方にはオンデマンド配信参加も用意しています。

　様々な形で、ぜひ本学会にご参加ください！　会員の皆様との再会や交流を喜びながら、たくさん

の意見交換をできることを準備委員会一同楽しみにしています。どうぞよろしくお願い致します。

「カウントダウン！  東海北陸理学療法学術大会 in 小松」

第 39 回東海北陸理学療法学術大会
準備委員長 　霜下　和也（芦城クリニック）
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　今年の夏は、猛暑とは言えないような暑さが日々続いていますが、会員の皆様
はどのように過ごされているでしょうか？病院や施設に勤務されている方々は、
環境的には多少過ごしやすいかもしれませんが、5 類になっても大きく変わらない
感染症対策に取り組みながらお仕事をされているかと思います。また、在宅系の
サービスを担っていただいている会員の皆様は利用者様とともに暑さと戦いなが
ら少しずつ新しい生活様式へと移行されていることでしょう。
　そのような中で 2 期目の新体制が始まりました。1 期目は新型コロナ感染症によ
り制限した多くの士会活動も徐々に活動が再開しています。ここ数年、都市部では理学療法士の資格を
持ちながら病院や施設などに所属せず、新しい生活様式として社会のニーズに沿った新しい分野で活躍
される会員も増えてきています。しかし、地方では就労人口の減少などにより、石川県でも、ここ数年
会員数が 1,200 名を超えずにいます。そのような時代の中でも 2040 年にむけ理学療法士への様々な分野
への関わりの期待が高まっています。
　例えば、既に本会でも事業の推進を図っている市町事業における高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施事業やスポーツ傷害予防に関する事業等、今まで以上に公益事業として活動する機会が増えてき
ています。また、これからの事業として参画が期待されているものは、子育て支援として医療的ケア児
への関わりや、就労人口の減少問題に対し腰痛による離職防止、高齢者の就労支援事業の他、スクール
トレーナー制度への参画など様々な職域の事業に理学療法士の職名が記載されるようになりました。こ
れらの事業を公益法人として取り組んでいくのか、理学療法士の新しい働き方としての場を提供してい
くことにするのか、本会としても、これからの時代に沿った活動を考えることが必要になってきています。
　このような理学療法士の新しい働き方が増えてきた背景には、日本理学療法士協会が、日本理学療法
士連盟の活動により排出した国会議員とともに、我々理学療法士の声を政府へと地道にそして着実に届
けることができるようになってきていることが今、新しい仲間の活躍の場を獲得できた成果として現れ
ていると感じています。その活動をいかに国民のため県民のため実のある活動にするかは、本会のみな
らず、組織率が低下している協会も新たな会員を増やし、活動できるような体制の構築が急務と考えて
います。
　そして、それら中央の活動の現在は、20 年間ほぼ変わっていない我々の給与水準の底上げをするため
の活動に注力されているとお聞きしています。そのためには、前回の会長メッセージにも述べましたよ
うに、地域住民のために保健・医療・福祉に寄与できる理学療法士としてのスキルアップを図ること、
そして、その実践力を高めるために多くの本会活動に関わっていただきたいと強く期待しています。
　特に本年は、9 月 30 日から小松市で東海北陸理学療法学術大会が石川県理学療法学術大会と合同開催
されます。久しぶりの現地開催となっておりますので、是非とも多くの会員の皆さんに小松市の方へ来
ていただきたいと思っています。
　これらの活動に多くの会員が参加していただくことが石川県理学療法士会のこれからの活動の起爆剤
にとなると考えていますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

「いままで　そして　これから…」

（公社）石川県理学療法士会
　会 長 　北谷　正浩
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5 月 2 日	 志賀町介護認定審査会（志賀町役場）
5 月 9 日	 石川 JRAT 珠洲市被災地支援活動（珠洲市）
5 月 9 日	 石川 JRAT　幹事会　WEB 参加
5 月 9 日	 東海北陸理学療法学術大会打合せ　WEB 参加
5 月 11 日	� 能登町高齢者の介護予防と保健事業の一体的実施

事業打合わせ（シルリハ事業）　WEB 参加
5 月 12 日	 田中まさし政経セミナー　講師（東京）
5 月 14 日	� （公社）日本理学療法士協会　理事会傍聴　WEB

参加
5 月 15 日	 石川 JRAT　初動チーム委員会　WEB 参加
5 月 16 日	 珠洲市被災地現地訪問（珠洲市）
5 月 16 日	 石川県理学療法士連盟役員会
5 月 17 日	� 志賀町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　
	 開講式（志賀町役場）
5 月 19 日	� 七尾市高齢者の介護予防と保健事業の一体的実施

事業打合わせ　WEB 参加
5 月 20 日	� 眉丈会シルバーリハビリ体操指導士養成事業　
	 講師（ケアハウス海青）
5 月 24 日	 石川 JRAT 幹事会　WEB 参加
5 月 27 日	� 眉丈会シルバーリハビリ体操指導士養成事業　
	 閉講式（ケアハウス海青）
5 月 28 日	� （公社）石川県理学療法士会　総会・表彰式　臨時

理事会（ホテル金沢）
5 月 30 日	� 金沢市介護保険運営協議会　長寿安心プラン WG

（金沢市役所）
5 月 31 日	� 専門学校金沢リハビリテーションアカデミー教育

課程編成会議　WEB 参加

6 月 1 日	� 志賀町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　
	 閉講式（志賀町役場）
6 月 2 日	� 能登町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　
	 開講式（能登町役場）
6 月 6 日	 志賀町介護認定審査会（志賀町役場）
6 月 7 日	� 珠洲市高齢者の介護予防と保健事業の一体的実施

事業打合わせ　WEB 参加
6 月 7 日	� （公社）日本理学療法士協会高齢者就労支援等事業

説明会　WEB 参加　
6 月 9 日	 七尾看護専門学校　講義（七尾市）
6 月 10 日	（公社）日本理学療法士協会代議員研修会（東京）
6 月 11 日	（公社）日本理学療法士協会総会（東京）
6 月 12 日	� 能登町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　
	 講義（能登町役場）
6 月 13 日	 東海北陸理学療法学術大会　打合せ　WEB 参加
6 月 14 日	� （公社）石川県理学療法士会　訪問リハ実務者研修

会　打合わせ　WEB 参加
6 月 15 日	 金沢市介護保険運営協議会（金沢市役所）
6 月 16 日	 七尾看護専門学校　講義（七尾市）
6 月 16 日	� 能登町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　
	 講義（能登町役場）
6 月 18 日	� 七尾市高齢者の介護予防と保健事業の一体的実施

事業担当者打合わせ　WEB 参加
6 月 19 日	 かほく市地域ケア会議打合わせ　WEB 参加
6 月 20 日	（公社）石川県理学療法士会　理事会（WEB 参加）
6 月 21 日	� 中能登町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　

開講式（中能登町行政センター）

6 月 22 日	� 石川県POS担当者連絡会（石川県リハビリセンター）
6 月 23 日	� 能登町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　
	 閉講式（能登町役場）
6 月 26 日	� （公社）石川県理学療法士会地区活性局ミーティン

グ　WEB 参加
6 月 27 日	 金沢市フレイル予防事業似ついて WEB 参加
6 月 28 日	 七尾市一般介護予防講座　講師（七尾市）
6 月 29 日	 七尾市一般介護予防講座　講師（七尾市）
6 月 29 日	� （公社）石川県理学療法士会災害対策委員会　
	 WEB 参加
6 月 30 日	（公社）石川県理学療法士会　三役会　WEB 参加
6 月 30 日	 七尾市一般介護予防講座　講師（七尾市）

7 月 1 日	� （公社）日本理学療法士協会理事会　傍聴　WEB
参加

7 月 3 日	� （公社）石川県理学療法士会　業務推進部（腰痛予
防 WG）打合わせ WEB 参加

7 月 4 日	 志賀町介護認定審査会（志賀町役場）
7 月 5 日	� （公社）石川県理学療法士会　理事会　WEB 参加
7 月 7 日	� 全国シルバーリハビリ体操指導士交流会 in 広島
	 志賀町シルリハ会長支援（広島）
7 月 9 日	� ニューレジリンスフォーラム in 石川　世話人会
	 （金沢市）
7 月 10 日	� 東海北陸ブロック協議会士会長会議　打合せ　
	 WEB 参加
7 月 11 日	 七尾市一般介護予防講座　講師（七尾市）
7 月 11 日	� 眉丈会シルバーリハビリ体操指導士通いの場立ち

上げ支援（かほく市）
7 月 12 日	� （公社）日本理学療法士協会一体的実施事業説明

（WEB 参加）
7 月 12 日	� （公社）石川県理学療法士会　理学療法教育協議会
	 WEB 参加
7 月 12 日	� （公社）石川県理学療法士会　訪問リハ実務者研修

科会　打合わせ　WEB 参加
7 月 13 日	 東海北陸理学療法学術大会　打合せ　WEB 参加
7 月 14 日	� 七尾市 C 型短期予防通所サービス　学び（フレイ

ルについて）講義（七尾市）
7 月 15 日	� 中能登町シルバーリハビリ体操指導士養成講座　

閉講式（中能登町行政センター）
7 月 18 日	 石川県理学療法士連盟役員会　WEB 参加
7 月 21 日	� （公社）石川県理学療法士会　社会事業局　打合わ

せ　WEB 参加
7 月 24 日	（公社）石川県理学療法士会　新役員説明会
7 月 24 日	� 七尾市一体的実施事業・珠洲市伴走型支援事業進

捗説明　WEB 会議
7 月 25 日	 金沢市長寿安心プランワーキング　（金沢市役所）
7 月 28 日	� （公社）石川県理学療法士会シルバーリハビリ体操

指導士認定講師研修会打合わせ　WEB 参加
7 月 29 日	 七尾市介護予防講座　講師（七尾市）
7 月 31 日	� 七尾市シルバーリハビリ体操指導士フォローアッ

プ研修（七尾市）
7 月 31 日	� 羽咋市高齢の保健事業と介護予防事業の一体的実

施打合わせ（羽咋市役所）
7 月 31 日	� （公社）石川県理学療法士会地区活性局能登ブロッ

ク打合わせ　WEB 参加

会長行動記録（2023 年5月1日～ 2023 年7月31日）
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令和５年度 第１回 公益社団法人石川県理学療法士会
理事会議事録

１．開催日時　令和 5 年 4 月 19 日 （水）
　　　　　　　19 :00～21 :00
２．開催場所　Zoom オンライン
３．出 席 者　�理事　北谷正浩、諏訪勝志、丸居夕

利佳、木村創史、成宮久詞、濱野久
美子、平木清喜、山川友和、霜下和
也、小堺武士、狩山信生、西田好克、
土山裕之、野口雅弘、吉本真樹

� （15 名／ 15 名）
　　　　　　　監事　淺井　仁、宮森俊充
　　　　　　　総務部　浅川佳祐
　　　　　　　書記　村田雅人
４．欠 席 者　理事　
　　　　　　　監事　
５．議長の選任
　　�　理事総数の半数以上の出席をみたので、議長

に北谷正浩を互選にて選出した。
６．議事録署名人の選任
　　�　定款第 31 条の規定により、次の者が選出さ

れた。
　　　　議長　北谷正浩
　　　　理事　諏訪勝志、丸居夕利佳
　　　　監事　淺井　仁、宮森俊充
７．議案及び議事の顛末
　　第 1 号議案　�令和 5 年度石川県理学療法学術大

会奨励賞、荻原研究奨励基金学術
優秀賞について

　　　�　丸居理事より、令和 5 年度石川県理学療法
学術大会奨励賞、荻原研究奨励基金学術優秀
賞について表彰委員会が推薦する候補者の承
認をいただきたいと提案があった。

　　　　受賞候補者
　　　　　�石川県理学療法学術大会奨励賞　西川正

志氏（専門学校金沢リハビリテーション

アカデミー）
　　　　　�荻原研究奨励基金学術優秀賞　　大泉真

一氏（加賀市医療センター）

　　　�　審議の結果、承認した。
　　第 2 号議案　�令和 4 年度事業報告・決算報告に

ついて
　　　�　小堺理事より、令和 4 年度事業報告・決算

報告を承認いただきたいと提案があった。
　　　�　決算報告については、小堺理事から説明者

として指名を受けた浅川総務部長より、詳細
の説明があった。

　　　�　審議の結果、一部修正の上、承認した。
　　第 3 号議案　�令和 5・6 年度役員候補者の推薦

について
　　　�　北谷会長より、令和 5・6 年度役員候補者

の推薦について提案があった。
　　　�　説明によると、令和 5 年 1 月 5 日に告示さ

れた役員候補者選挙の立候補が 1 月 29 日に
締め切られ、理事 14 名（定数 15 名）、監事
1 名（定数 2 名）の立候補があった。理事、
監事ともに立候補者数が定数を下回ったた
め、理事候補 1 名、監事候補 1 名を理事会か
ら推薦し、令和 5・6 年度役員候補者として
定時社員総会にて諮りたいとのことだった。

　　　　理事会推薦（案）
　　　　　�理事候補　小堺武士（北陸病院）
　　　　　�監事候補　後藤伸介

（やわたメディカルセンター）

　　　�　審議の結果、これを承認し、被選任者は就
任を承諾した。

　　第 4 号議案　�令和 5 年度事業開催指針案につい
て

　　　�　吉本理事より、令和 5 年度事業開催指針案
について提案があった。

　　　�　説明によると、令和 5 年 5 月 8 日から新型
コロナウイルス感染症が感染法上の 5 類感染
症に位置付けられることが決定したことに伴

理事会議事録
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い、石川県理学療法士会の事業開催指針を見
直したいとのことであった。災害対策員会で
作成した事業開催指針案をもとに、昨年度か
らの変更点等を含め、内容を検討した。

　　　�　審議の結果、一部修正の上、承認した。
　　第 5 号議案　�シルバーリハビリ体操普及啓発事

業における講師謝金額について
　　　�　濱野理事より、シルバーリハビリ体操普及

啓発事業におけるシルバーリハビリ体操 3 級
指導士養成講習会の講師謝金額について提案
があった。

　　　�　説明によると、令和 5 年度は 5 市町から事
業委託を受ける予定になっており、認定講師
に対する謝金については、謝金規定第 3 条 5
項に基づき市町との契約内容に基づく額を支
払うこととなる。しかし、委託に基づく講師
謝金額は現状市町により異なるため、他の市
町における公益事業との整合性を考慮し事業
の委託費内で、謝金規定を参考とした基準額
を設定し、均衡化させた謝金額を支払いたい
とのことであった。

　　　�　審議の結果、一部修正の上、承認した。
　　第 6 号議案　会員異動（2023.2.02〜2023.4.01）
　　　　�入会 1 名、復会 8 名、県内異動 12 名、県

外異動 14 名、改姓 1 名、休会申請 27 名、
退会申請 8 名、新規施設 0 箇所、名称変更
0 箇所

　　　　�（3 月 31 日現在　正会員 1175 名、休会 168
名、名誉会員 2 名、賛助会員 38 社）

　　　�　審議の結果、承認した。
８．報告事項
　１）�第 51 回「医療功労賞」中央表彰受賞　片田

圭一氏
　　　�　片田氏より、『第 51 回「医療功労賞」中央

表彰受賞』について、受賞の報告と挨拶があっ
た。

　２）事業報告
　　＜社会事業局＞
　　　スポーツ障害予防事業部（成宮）
　　　・国体選手強化事業への協力
　　　　科学的トレーニング事業は現在確認中。
　　　・高校野球サポート
　　　　�第 148 回北信越地区高等学校野球石川県大

会
　　　　�4 月 29 日～5 月 7 日　3 回 戦からサポー

ト予定。
　　　・�アスリート相談事業（アスリートコンディ

ショニング事業）
　　　　今年度依頼あり。現在準備中。
　　　・障がい者スポーツサポート
　　　　�今年度は 4 月後半から活動予定。総会など

の出席も予定中。
　　　・その他の報告
　　　　１）研修会
　　　　　　 3/3 （金）19 :00～　
　　　　　　�「学童、高校生への部活動支援の理学

療法の取り組み」「高校野球全国大会
への支援」

　　　　　　講師：森岡 俊行先生
　　　　　　場所：オンライン
　　　　　　参加：43 名

　　　業務推進部（濱野、木村）
　　　・シルバーリハビリ体操普及啓発事業
　　　　�志賀町、七尾市、珠洲市からの委託事業は

終了
　　　　�眉丈会シルリハ事業は 4 日間日程で 20 名

の指導士を養成
　　　　�3 月 10 日、シルリハお試し会を能登町で

実施、参加者 96 名
　　　　令和 5 年度　眉丈会シルリハ事業
　　　　　体操指導士養成講習会を年 2 回実施予定
　　　　　第 1 回：4 月15日～5 月27日（4日間日程）
　　　　　第 2 回：未定
　　　　�志賀町シルリハ事業　3 級指導士養成講習会
　　　　　 5 月 17 日～6 月 1 日（6 日間）
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　　　　�能登町シルリハ事業　3 級指導士養成講習会
　　　　　 6 月 2 日～6 月 23 日（6 日間）
　　　　勇美記念財団助成事業
　　　　　�「住民主体の通いの場活動支援　人材育

成研修」
　　　　　基礎講座　全 3 回　参加者数：延べ 63 名
　　　　　開催日時：�2022 年 10 月 24 日
　　　　　　　　　　　会員参加者：21 名
　　　　　　　　　　�2022 年 10 月 31 日
　　　　　　　　　　　会員参加者：21 名
　　　　　　　　　　�2022 年 11 月 7 日 
　　　　　　　　　　　会員参加者：21 名

　　　　　�実践編 （OJT 研修）  全 5 回　参加者数：
延べ 151 名、講師・OJT：延べ 23 名

　　　　　開催日時：�2022 年 12 月 8 日　羽咋市　
　　　　　　　　　　　参加者：23 名
　　　　　　　　　　　会員講師・OJT：4 名
　　　　　　　　　　�2023 年 1 月 21 日　金沢市　
　　　　　　　　　　　参加者：41 名
　　　　　　　　　　　会員講師・OJT：5 名
　　　　　　　　　　�2023 年 1 月 30 日　能登町　
　　　　　　　　　　　参加者：27 名
　　　　　　　　　　　会員講師・OJT：3 名
　　　　　　　　　　�2023 年 2 月 15 日　七尾市　
　　　　　　　　　　　参加者：41 名
　　　　　　　　　　　会員講師・OJT：5 名
　　　　　　　　　　�2023 年 3 月 21 日　羽咋市　
　　　　　　　　　　　参加者：19 名
　　　　　　　　　　　会員講師・OJT：6 名

　　＜学術局＞
　　　研究部（狩山、西田）
　　　・�石川県理学療法学雑誌 （第 22 巻 1 号）に

ついて、県士会ホームページに電子掲載
（3/26 付）。

　　　　�今後の発刊は、半年毎（2023 年 6 月、12 月）
を予定している。

　　　・�2/26 第 31 回石川県理学療法学術大会終了

　　　生涯学習推進部（霜下）　
　　　・県士会主催研修会
　　　　�2/10 （ 金 ） 「 当たり前を疑おう第 2 弾～

TKA の理学療法」　オンライン開催　
　　　　講師：森健太郎 氏他　　　参加者：75 名

　　＜地区活性局事業＞（霜下）
　　　・県士会ネットワーク強化事業
　　　　�2/27 （月）参加者：�全ブロック部長・副部

長、ブロック担当理事、
事務局長、学術局長、
社会事業局長、地区活
性局長

　　　　　　　　　内　容：�年度振り返り、主催・
共催事業の在り方、ブ
ロックでの役割分担、
次年度の事業について

　　　・各種会議への会員の派遣推薦
　　　　介護認定審査会（志賀町：北谷正浩氏）

　　＜事務局＞
　　　総務部（小堺）
　　　・ 3/15 県の立ち入り検査
　　　　「概ね適正」と判定

　　＜倫理委員会＞（霜下）
　　　・�日本理学療法士協会懲戒委員会推薦につい

て
　　　　 3 月末日に県士会会員からの立候補届なし
　　　　�倫理委員会委員長、会長・副会長の協議に

て、倫理委員会担当理事にて対応を検討
　　　　�霜下和也氏の立候補に対して推薦を決定。

現在、協会の承認待ち

　　＜東海北陸理学療法学術大会準備委員会＞
（霜下）

　　　・ 3/14　第 7 回準備委員会　　　　
　　　　�現在、座長・査読者公募、演題募集、運営

スタッフ募集、参加登録実施中
　　　　�4 月上旬に県内会員施設に、協賛とスタッ
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フ協力依頼とポスター第 2 版を送付済
　　　　協賛関係：ランチョン、企業展示は交渉中
　　　　次回、5/9 準備委員会予定

　３）文書動向（小堺）（2023.2.1〜2023.3.31）
　　　�　事務局より以下の報告がされた。
　　　　� 文書受理発送　受理文書　公文書　24 件
　　� その他　35 件
　　　　� 発行文書　公文書　23 件

その他　34 件

令和５年度 第２回 公益社団法人石川県理学療法士会
理事会議事録

１．開催日時　令和 5 年 5 月 28 日 （日）
　　　　　　　午後 3 時 55 分～午後 4 時 05 分
２．開催場所　�ホテル金沢 （石川県金沢市堀川新町

1 番 1 号）
３．出 席 者　�理事　北谷正浩、諏訪勝志、石田修也、

森健太郎、小堺武士、土山裕之、丸
居夕利佳、霜下和也、木村創史、狩
山信生、成宮久詞、西田好克、濱野
久美子、平木清喜

� （14 名／ 15 名）
　　　　　　　�監事　後藤伸介（オンライン）、宮

森俊充
４．欠 席 者　理事　山本拓哉
５．議長の選任
　　�　会場とオンライン（Zoom）の相互の意見表

明が問題なくできていることが確認された後、
理事北谷正浩 は選ばれて議長に就任し、ただ
ちに議案の審議に入った。

６．議事の経過の要領及び議案別議決の結果
　　第 1 号議案　�会長（代表理事）の選任の件
　　　�　議長は、定款 20 条第 2 項の規定により、

当法人の会長（代表理事）を選定したい旨を
述べ、協議をした結果、出席理事全員の一致
をもって次のとおり会長を選定した。なお被
選定者は席上その就任を承諾した。

　　　　石川県七尾市松百町 4 部 7 番地 6
　　　　会長（代表理事）　北谷 正浩
　　第 2 号議案　�副会長の選任の件
　　　�　会長 北谷正浩 は、定款 20 条第 3 項の規

定により、当法人の副会長を選定したい旨を
述べ、次のとおり 2 名を指名し議場に諮った
ところ、理事会は出席理事全員の一致をもっ
てこれを承認した。なお被選定者は席上その
就任を承諾した。

　　　　副会長　諏訪 勝志
　　　　副会長　狩山 信生

　　　�　以上をもって本理事会の議案全部の審議を
終了したので、議長は閉会の挨拶を述べ、午
後 4 時 05 分散会した。

令和５年度 第３回 公益社団法人石川県理学療法士会
理事会議事録

１．開催日時　令和 5 年 6 月 20 日 （火）
　　　　　　　19 :00～21 :30
２．開催場所　Zoom オンライン
３．出 席 者　�理事　北谷正浩、諏訪勝志、狩山信

生、丸居夕利佳、木村創史、成宮久
詞、濱野久美子、平木清喜、森健太
郎、霜下和也、小堺武士、西田好克、
土山裕之、山本拓哉、石田修也

� （15 名／ 15 名）
　　　　　　　監事　後藤伸介、宮森俊充
　　　　　　　�スポーツ障害予防事業部　早川省三

（第 1 号議案のみ）
　　　　　　　�石川県スポーツ振興課　高田哲洋氏

（第 1 号議案のみ）
　　　　　　　書記　小堺武士
４．欠 席 者　理事　
　　　　　　　監事　
５．議長の選任
　　�　理事総数の半数以上の出席をみたので、議長

に北谷正浩を互選にて選出した。
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６．議事録署名人の選任
　　�　定款第 31 条の規定により、次の者が選出さ

れた。
　　　　議長　北谷正浩
　　　　理事　諏訪勝志、狩山信生
　　　　監事　後藤伸介、宮森俊充
７．議案及び議事の顛末
　　第 1 号議案　�いしかわスポーツ医科学情報サ

ポート事業について
　　　�　成宮理事より、科学的トレーニング特別強

化事業（国体選手強化事業）の終了に伴い、
新しく石川県スポーツ振興課よりいしかわス
ポーツ医科学情報サポート事業について依頼
があった旨の説明があり、これを受諾するか
の方向性を含めて審議したいと提案があっ
た。成宮理事の説明の後、石川県スポーツ振
興課の高田氏より事業概要について説明が
あった。本会に求められている具体的な業務
内容は未定とのことであり、今後関係団体と
協議しながら検討するとのことであった。

　　　�　審議の結果、受諾する方向性で調整を進め
ることを承認した。

　　第 2 号議案　�役員配属の承認について（局長、
担当理事、委員長、部長、顧問、
相談役）

　　　�　北谷会長より、令和 5・6 年度役員の配属
及び委員長、部長、顧問、相談役等の人事に
ついて、別表のとおり承認いただきたいと提
案があった。後藤監事より、担当理事の役割
が重複するものがあるため、その主たる担当
者を明 確にしたほうが良いとの意 見があっ
た。

　　　�　審議の結果、局長、担当理事、委員長、顧
問、相談役の人事については提案を承認した。
部長に関しては継続審議となった。

　　第 3 号議案　�県士会ビジョンの検討について
　　　�　霜下理事より、様々な社会情勢が変化する

中でも、事業運営が計画的かつ活発に行われ

ていくためには、本会の中期的なビジョンが
必要であり、その検討の場としてビジョン検
討ミーティングの開催について提案があり、
資料に添って説明があった。

　　　�　審議の結果、承認した。
　　第 4 号議案　�会員異動（2023.04.02〜2023.06.01）
　　　　�入会 16 名、復会 3 名、県内異動 25 名、県

外異動 12 名、改姓 4 名、休会申請 2 名、
退会申請 4 名

　　　　�（5 月 31 日現在　正会員 1157 名、休会 185
名、名誉会員 2 名、賛助会員 38 社）

　　　�　審議の結果、承認した。
　　第 5 号議案　�感染症と自然災害に強い社会を

「ニューレジリエンスフォーラム
北陸ブロック大会 in 金沢」につ
いて

　　　�　北谷会長より、感染症と自然災害に強い社
会を目指す「ニューレジリエンスフォーラム」
が、その活動について周知し、また緊急事態
対応の議論を深めることを目的に関係団体な
どに「賛同者」を募っている旨の説明があっ
た。

　　　�　本会も災害時に JRAT などの災害支援を
行なっているため賛同者として参加してはい
かがかと提案があった。なお、参加に際して
の費用負担はない。

　　　�　審議の結果、承認した。
８．報告事項
　１）事業報告
　　＜社会事業局＞
　　　スポーツ障害予防事業部（成宮）
　　　 1 ．�科学的トレーニング特別強化事業（国体

選手強化事業）
　　　　�　石川県が新たにいしかわスポーツ医科学

情報サポート事業を発足したことにより終
了。

　　　 2 ．高校野球サポート
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　　　（ 1 ）�第 148 回北信越地区高等学校野球石川
県大会　4/29～5/5

　　　　　　会場：石川県立球場、金沢市民野球場
　　　　　　会員 15 名参加、延べ処置件数 22 件
　　　（ 2 ）第 148 回北信越地区高等学校野球大会
　　　　　　会場：同上
　　　　　　会員 8 名、延べ処置件数 12 件
　　　（ 3 ）�第 105 回全国高等学校野球選手県記念

石川大会
　　　・サポートメンバーは 30 名程度
　　　・�事前研修会実施予定（6/22、6/29、7/6）　

20 名程度申し込みあり。
　　　・�7/15 （土） よりサポート開始予定。現在高

野連と調整中。
　　　（ 4 ）投球障害予防事業（仮称）
　　　　　�　現在準備中。今年度、秋以降に開始予

定で調整中。
　　　 3 ．アスリート相談事業
　　　　�　 4/10～ 今年度事業を開始。現在計 3 回

実施。参加会員 1 名
　　　 4 ．障がい者スポーツ
　　　　�　 4/29 （土）　18 :00～　いしかわ福祉水

泳協会総会に参加　士会参加者２名
　　　その他
　　　 1 ．�運動器の健康・日本協会　「成長期のス

ポーツ障害予防講習会 講師養成講習会」
　　　　　�PT 講師 2 名の推薦依頼あり、2 名を推

薦済み。6/25　9 :00～講習会開催予定。

　　　介護予防・健康増進事業部（平木）
　　　 1 ．�介護予防・健康増進・生活習慣病予防支

援に関する会員の派遣等
　　　　　�「金沢市地域包括支援センター きたづ

か 地域サロンへの講師派遣について」
　　　　　　日　時：令和 5 年 5 月 17 日 （水）　
　　　　　　　　　　10 :00～11 :00
　　　　　　方　法：�対面形式（場所：米丸児童館

　 1 階　和室等）
　　　　　　内　容：�在宅で家族ができる循環器・

代謝系疾患（心疾患・糖尿病・

腎疾患）への生活運動のすす
めと体操実技

　　　　　　講　師：�石川県リハビリテーションセ
ンター　平木 清喜　氏

　　　　　　対象者：地域の高齢者 （10～12 人程度）
　　　【当日実施内容】
　　　　　 1 ．�参加者：�10 名（内 1 名は介護支援専

門員、内 3 名は民生委員）
　　　　　　　　　　→�参加者 1 名はシルバーカー

使用、5 名は独歩
　　　　　 2 ．�実施内容：�理 学 療 法 ハンドブッ ク 

（シリーズ④心筋梗塞・
心不全とシリーズ⑥糖尿
病 ） を使 用しての講 義

（20 分）と体操（40 分）
の実施

　　 2 ．�いしかわ介護フェスタの運営協力
　　　　�「令和 5 年度 第 1 回いしかわ介護フェス

タ実行委員会」への出席
　　　　　日　時：令和 5 年 5 月 17 日 （水）　
　　　　　　　　　14 :00～15 :00
　　　　　場　所：�石川県庁行政庁舎 11 階　1101

会議室
　　　　　出席者：�石川県リハビリテーションセン

ター　平木 清喜　氏（代理出席）
　　　【当日実施内容】
　　　　�　令和 5 年度の実施について（令和 4 年度

報告・今年度事業概要の説明・意見交換）
　　　　　・開催日時：令和 5 年 11 月 4 日 （土）　
　　　　　　　　　　　10 :00～16 :00
　　　　　・開催場所：石川県産業展示館 3 号館
　　　※�今年度も県士会から参加する予定で、企画

運営等をすすめていく

　　＜学術局＞
　　　生涯学習推進部（森）
　　　 1 ．�生涯学習制度に関する説明会
　　　　　2023 年 6 月 4 日
　　　　　�9:00～10 :30 管理者説明会、Zoomにて
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実施
　　　　　参加：11 名
　　　　　�10 :00～12 :00 新人オリエンテーション、

Zoom にて実施
　　　　　参加：46 名

　　＜事務局＞
　　　厚生部（丸居）
　　　 1 ．�新人交流会について
　　　　　2023 年 6 月 4 日　
　　　　　12 :15～13 :00、Zoom にて実施
　　　　　参加（部員）：9 名、（新人）：40 名

　　　総務部（小堺）
　　　 1 ．�令和 5 年度定時社員総会の終了について
　　　　　 5 月 28 日終了。
　　　　　出席正会員数：�917 名（内訳 本人来場 

42 名、 オンライン出 席 
9 名、委任状による出席 
323 名、議決権行使書の
提出 543 名）

　　＜表彰委員会＞（丸居）
　　　 1 ．�表彰式について
　　　　　2023 年 5 月 28 日　14 :30～15 :00
　　　　　ホテル金沢　ハイブリッド開催
　　　　　�県知事賞 3 名、功労賞 4 名、会長賞 3 名、

永年会員 13 名、学術優秀賞 1 名、大会
奨励賞 1 名の表彰式を実施した。県知事
賞は、石川県健康福祉部次長　塗師　亜
紀子氏よりお渡しいただいた。表彰者に
は、表彰状と副賞をお渡しした。

　　　　　�参加が困難であった表彰者には郵送また
は各理事から表彰状と副賞をお渡しし
た。

　　＜東海北陸理学療法学術大会準備委員会＞
（霜下）

　　　　一般演題 193 題。現在査読作業中。
　　　�　多くの方に現地へお越しいただくために、

広報活動を展開していく。

　２）文書動向（小堺）（2023.4.1~2023.5.31）
　　　�　事務局より以下の報告がされた。
　　　　� 文書受理発送　受理文書　公文書　27 件
　　� その他　50 件
　　　　� 発行文書　公文書　30 件
　　� その他　42 件
９．次回理事会の開催予定について
　　　�　理事会
　　　　　日　時：令和 5 年 7 月 5 日 （木）
　　　　　　　　　19 時から
　　　　　場　所：オンライン

令和５年度 第４回 公益社団法人石川県理学療法士会
理事会議事録

１．開催日時　令和 5 年 7 月 5 日 （水）
　　　　　　　19 :00～21 :00
２．開催場所　zoom オンライン
３．出 席 者　�理事　北谷正浩、諏訪勝志、狩山信

生、丸居夕利佳、木村創史、成宮久
詞、濱野久美子、平木清喜、森健太
郎、霜下和也、小堺武士、西田好克、
土山裕之、石田修也

� （14 名／ 15 名）
　　　　　　　監事　後藤伸介、宮森俊充
　　　　　　　書記　宮地諒
４．欠 席 者　理事　山本拓哉
　　　　　　　監事　
５．議長の選任
　　�　理事総数の半数以上の出席をみたので、議長

に諏訪勝志を互選にて選出した。
６．議事録署名人の選任
　　�　定款第 31 条の規定により、次の者が選出さ

れた。
　　　　会長　北谷正浩
　　　　理事　狩山信生、霜下和也
　　　　監事　後藤伸介、宮森俊充



― 　 ―12

７．議案及び議事の顛末
　　第 1 号議案　�第 52 回医療功労賞（主催：読売

新聞社）候補者の推薦について
　　　�　丸居理事より、第 52 回医療功労賞 （主催：

読売新聞社）について、やわたメディカルセ
ンター 後藤伸介氏を推薦する旨の提案がな
された。

　　　�　審議の結果、承認した。
　　第２号議案　�役員配属の承認について（理事の

業務分掌、部長）
　　　�　各理事から第 3 回理事会で未承認であった

令和 5・6 年度部長候補者および理事の業務
分掌について資料をもとに提案された。

　　　�　石田理事より、各部局の役割などについて、
理事間での共有や石川県士会会員に認識して
もらう機会を作る必要があるのではないかと
いう提案がなされた。また、事業計画につい
て、早期から理事会で情報共有し審議する必
要があるのではないか（特に部局を跨ぐ案件）
との提案がなされた。

　　　�　審議の結果、理事の業務分掌、部長人事に
ついて承認した。また、事業計画について、
早期から理事会で情報共有を徹底する点につ
いても承認した。

　　第３号議案　�東海北陸ブロック協議会及び東海
北陸各県士会からの災害義援金の
取り扱いについて

　　　�　北谷会長より、令和 5 年 5 月 5 日に発災し
た能登半島地震に対する東海北陸ブロック協
議会及び東海北陸各県士会からの災害義援金
について、使用用途の提案を含め説明がなさ
れた。

　　　�　審議の結果、議案書を一部修正 ｛東海北陸
ブロック協議会及び東海北陸各県士会からの
義援金は、活動支援金（石川 JRAT として
ボランティア活動をおこなった石川県士会会
員を対象に交通費を支給する）として活用し、

今後の継続的な支援を行うために災害対策委
員会（吉本委員長）が今年度の予算管理を行
う｝ のうえで承認した。また、罹災者への見
舞金については、慶弔規定第 2 条に沿って別
途検討することが提案された。

　　第 4 号議案　�会員異動（2023.06.02〜2023.07.01）
　　　　�入会 19 名、復会 3 名、県内異動 7 名、県

外異動 2 名（転入 1 名、転出 1 名）、改姓
4 名、退会申請 3 名

　　　　�（7 月 5 日現在　正会員 1177 名、休会 185
名、名誉会員 2 名、賛助会員 37 社）

　　　�　審議の結果、承認した。
８．報告事項
　１）事業報告
　　＜社会事業局＞
　　　スポーツ障害予防事業部（成宮）
　　　 1 ．国体選手強化事業
　　　　�　いしかわスポーツ医科学サポート事業に

関して、県担当者よりいしかわスポーツ医
科学サポートセンターの立ち上げに伴う理
事就任依頼があり、成宮理事が就任するこ
ととなった。

　　＜地区活性局＞（霜下）
　　　 1 ．事業協力のサポーターについて
　　　　�　事業協力のサポーターに関する内容案を

作成した。7 月中旬に石川県士会会員に向
けて案内を行う予定。

　　＜東海北陸理学療法学術大会準備委員会＞
（霜下）

　　　　�次回準備委員会 7 月 13 日 （木） 局長以上＋
報告事項のある部長を実施する予定。

　　　　現在、演題採択通知準備中。
　　　　現地参加を引き続き促進。
　　　　協賛金は予算目標を達成。

　　＜政策企画部＞（石田）
　　　 1 ．政策懇談会（田中まさし国政報告会）
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　　　　　 8 月 21 日 （月）19 :00～で仮確定。

　　＜総務部＞（小堺）
　　　 1 ．法人登記
　　　　　法人登記　関係官庁への報告、届出　
　　　　　6.21　役員登記
　　　　　金沢地方法務局への役員登記完了。
　　　　　6.28　令和 4 年度事業・決算報告の提出
　　　　�　公益 information サイトを通じて、令和

4 年度事業・決算報告を石川県へ提出。

　　＜その他＞
　　　 1 ．�七尾市の高齢者の保健事業と介護予防事

業の一体的実施の委託および石川県の伴
走型保険者支援事業について

　　　　�　北谷会長より、七尾市の高齢者の保健事
業と介護予防事業の一体的実施の委託およ
び石川県の伴走型保険者支援事業について
の説明がなされ、当該事業における理事の
業務分掌について確認がなされた。

　　　２．�石川県士会のクレジットカードの不正請
求について

　　　　�　小堺理事より、石川県士会のクレジット
カードの不正請求（47,700 円）が 6 月 20
日にあり、クレジットカード会社側の対応
でクレジットカードの利用が即日停止され
たことが報告された。クレジットカード会
社から士会への連絡が遅れ、7 月 5 日に士
会は事態を把握した。クレジットカードの
停止により、損害は発生していない。

　２）文書動向（小堺）（2023.6.1～2023.6.30）
　　　�　事務局より以下の報告がされた。
　　　　� 文書受理発送　受理文書　公文書　13 件
　　� その他　28 件
　　　　　　　� 発行文書　公文書　42 件
　　� その他　　10 件
９．次回理事会の開催予定について
　　　�　理事会
　　　　　日　時：令和 5 年 10 月 19 日 （木）
　　　　　　　　　19 時から
　　　　　場　所：オンライン
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令和 5・6 年度役員紹介（部局）
役　　職 氏　　名

会長（代表理事） 北 谷 正 浩 自宅
副会長 諏 訪 勝 志 恵寿金沢病院
副会長 狩 山 信 生 専門学校金沢リハビリテーションアカデミー

社会事業局
局長（副会長兼任） 諏 訪 勝 志 恵寿金沢病院
担当理事 成 宮 久 詞 JCHO 金沢病院
担当理事 濱　野　久美子 珠洲市総合病院
担当理事 平 木 清 喜 石川県リハビリテーションセンター
連携支援担当理事（地区活性局兼任） 木 村 創 史 城北病院
連携支援担当理事（学術局兼任） 西 田 好 克 芳珠記念病院

学術局
局長（副会長兼任） 狩 山 信 生 専門学校金沢リハビリテーションアカデミー
担当理事 土 山 裕 之 金沢脳神経外科病院
担当理事 森　　　健太郎 石川県済生会金沢病院
担当理事 西 田 好 克 芳珠記念病院
連携支援担当理事（地区活性局兼任） 霜 下 和 也 芦城クリニック

事務局
局長 小 堺 武 士 北陸病院
担当理事 丸　居　夕利佳 金沢西病院
担当理事 山 本 拓 哉 金城大学
担当理事 石 田 修 也 リハビリ＆フィットネス　寿リハ神宮寺
連携支援担当理事（学術局兼任） 土 山 裕 之 金沢脳神経外科病院

地区活性局
局長 霜 下 和 也 芦城クリニック
担当理事 木 村 創 史 城北病院
連携支援担当理事（事務局兼任） 丸　居　夕利佳 金沢西病院

（加賀ブロック） 西 田 好 克 芳珠記念病院
（石川中央ブロック） 森　　　健太郎 石川県済生会金沢病院
（能登ブロック） 濱　野　久美子 珠洲市総合病院

監事 後 藤 伸 介 やわたメディカルセンター
監事 宮 森 俊 充 浅ノ川総合病院

書記 宮 地 　 諒 北陸大学

顧問 片 田 圭 一 石川県立中央病院
相談役 淺 井 　 仁 金沢大学
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社会事業局
●スポーツ障害予防事業部
　部長 早 川 省 三 金沢赤十字病院
　副部長 田 中 優 介 とらたに整形外科クリニック
●介護予防・健康増進事業部
　部長 木 村 幸 恵 みたに通所リハビリテーション
　副部長 鷲 田 　 恵 金沢赤十字病院
●小児療養支援事業部
　部長 曽 山 　 薫 専門学校金沢リハビリテーションアカデミー
　副部長 伊 掛 智 晶 金沢こども医療福祉センター
●業務推進部
　部長 板　橋　悠一郎 デイサービスセンターふぃらーじゅ
　副部長 有　川　康二郎 公立つるぎ病院

学術局
●研究部
　部長 間 所 祥 子 金沢大学
　副部長 松 浦 淳 教 北陸病院
●生涯学習推進部
　部長 森 安 隆 宗 やわたメディカルセンター
　副部長 原 　 淳 子 石川県済生会金沢病院

事務局
●総務部
　部長 浅 川 佳 祐 リハビリ＆フィットネス　寿リハ松任
●メディアネットワーク部
　部長 石 田 勝 也 上小松クリニック
●政策企画部
　部長 中 平 洋 二 金沢脳神経外科病院
　副部長 藤 川 諒 也 金沢脳神経外科病院
●厚生部
　部長 飴 谷 憲 一 木島病院

地区活性局
●加賀ブロック
　部長 上 野 弘 樹 やわたメディカルセンター
　副部長 高 　 圭 介 デイサービス　ＧＧフィットネス　白山店
　副部長 中 村 英 史 やわたメディカルセンター
●石川中央ブロック
　部長 古 矢 泰 子 石川県済生会金沢病院
　副部長 今 井 　 正 金沢西病院
　副部長 多 田 宗 生 宗広病院
●能登ブロック
　部長 小曽宇谷　夕子 羽咋市地域包括支援センター
　副部長 池 島 大 智 特別養護老人ホーム眉丈園
　副部長 大 矢 陽 介 志賀町デイサービスセンター

表彰委員会委員長 大 西 公 亮 公立羽咋病院
倫理委員会委員長 由久保　弘　明 国際医療福祉専門学校七尾校
選挙管理委員会委員長 内 山 圭 太 金沢赤十字病院
災害対策委員会委員長 吉 本 真 樹 石川県立中央病院
三士会活動推進委員会委員長 大 森 俊 之 城北クリニック
臨床実習指導者養成　特別委員会委員長 江 村 匠 史 JCHO 金沢病院附属介護老人保健施設
東海北陸理学療法学術大会　準備委員会委員長 霜 下 和 也 芦城クリニック
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～学術局からのお知らせ～

学術局　局長　狩山　信生
担当理事　　　森　健太郎

県士会「承認」事例検討会・研修会の開催要件のご案内
　昨年度より新生涯学習制度が開始されており、貴施設でも導入を苦労されているかと思います。石川
県の登録 PT 取得率は約 50％（全国平均約 70％）、残り 30％が前期研修中、20％が後期研修中の状態で
す。事例検討会では後期研修ポイント、研修会では登録 PT 更新のためのポイント取得が可能です。以
下に開催要件を記載したしますので、ご確認の上、ご申請ください。

≪開催要件≫
★事例検討会、研修会共通

（1）�申請者〔登録理学療法士〕は自身のマイページから申請を行います。登録理学療法士のみ申請が可
能であり、マイページ以外からの申請はできません。

（2）�申請は「事前申請」に限ります。石川県理学療法士会では、申請期日は研修会開催の 2 週間前まで
といたします。マイページ上から申請期日超過して申請された場合は、否認とさせていただきます。
予めご確認の上ご申請ください。

（3）�開催日が近づいても申請中（承認も否認もされていない）の場合は、必ず時間に余裕をもって、本
会にお問い合わせください。

（4）申請の「承認」「否認」を問わず、必ず通知メールが座長に届きます。
　　また、マイページからも申請の承認状況 （申請中、承認、否認）が確認できます。

★事例検討会のみ
　 1 申請で複数の症例検討会を同時申請はできません。1 開催ごとに申請してください。

★研修会のみ
　研修終了後（開催日より 2 週間後まで）、研修会資料を下記メールアドレスに添付してお送り下さい。
　　E-mail（学術局宛）　ishikawaptag@gmail.com
※その他詳細に関しましては以下のマニュアルご参照ください

　県士会承認事例検討会：協会マニュアル→

　県士会「承認」研修会：協会マニュアル→ 
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～社会事業局業務推進部からのお知らせ～

担当理事　濱野　久美子
副部長　有川　康二郎

【2023 年度調査内容公募について】

　業務推進部調査班では、会員の皆様より調査内容を募集しております。詳細は以下の通りです。

●公募する調査内容
　県士会活動、士会員の臨床活動、臨床教育に関するものなど
●応募方法
　�電子メールにて、応募者名、調査内容、調査方法（ご提案）、調査協力者等の必用事項をお知らせ下

さい。
●提出期限
　�随時募集。毎年 7 月末日までに募集のあったものについては、当該年度内に実施される調査内容とし

て検討し、8 月以降に募集のあったものについては、翌年度以降の調査内容として検討します。
●提出先：公立つるぎ病院　有川康二郎
　E-mail：syokunoukyokutyousabu@gmail.com （件名に『調査内容の件』とご記入下さい）
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　①	 中
なかにし

西　崇
たかあき

晃
　　　　（こまつ整形外科クリニック）

　②	 10 年目
　③	 和歌山県（和歌山市）・大阪物療専門学校

④	 当院は「つらい痛みを笑顔に変える。させてください、そのお手伝い」を基本理念と

して、日々、臨床現場で患者さんと向き合っています。その中で、できるだけ多くの

患者さんの人生に関わりたいと考えています。来院患者数は 1 日の総数は約 200 名、リハビリテーション室は約

130 名です。

	 無床のクリニックとしては広いリハビリテーション室（135㎡）を有しており、最新の物療器具や運動器具にて痛

みの改善・機能回復に取り組んでいます。

	 近赤外線治療器、低周波治療器、牽引装置、ウォーターマッサージ機器はもちろん、圧力波システムや振動マシンの

パワープレートなどを導入し、リハビリテーションの選択の幅を広げ多くの患者さんに対応できるよう努めています。

⑤	 当院は小松大谷高等学校が近いということや国道 305 号線沿いという立地から学生や若い世代の患者さんと関わる

ことも多くスポーツ障害の患者さんを担当することが多くなりました。スポーツ復帰し、日々の練習ができるよう

になったり、大会などで活躍されたりした報告を聞くととてもやりがいを感じています。

	 もちろん患者さんの多くは高齢者でもあり、日々、痛みで困っていらっしゃる患者さんが多いので少しでもその痛

みがらくになるよう支えられるよう慢性期の運動療法にも力を入れていきたいと考えます。

　①	 西
さいとう

東　将
しょうご

吾
　　　　（角田医院通所リハビリテーション）

　②	 7 年目
　③	 石川県かほく市・専門学校金沢リハビリテーションアカデミー

④	 かほく市近郊の要介護、要支援者が自宅で日常生活を送り続けるために専門のリハビ

リスタッフによる生活機能の向上を目的としたリハビリテーションを行っています。

	 当施設は利用者様の自立支援に向けて他職種共同で取り組んでいます。

⑤	 利用者様の個別リハビリを中心に関わっています。また、施設内での動作を観察し日常生活動作場面での個人に応

じた介助方法を他職種と検討したり、利用者宅に訪問し利用者様が安全に自宅で過ごせるように環境調整やご家族

の負担軽減の為の介助指導を行っています。

⑥	 高校時代、野球で怪我をした時に理学療法士の方に治療、指導を受けて選手としてプレーを継続できるように一緒

に支えてもらい興味を持ちました。

⑦	 今年から通所リハビリテーションで働くことになり、介護保険制度や地域リハビリテーションについて普段の業務

で生かせれるように勉強しています。

① 氏　名（施設名）	 　　　　　　② 経験年数
③ 出身地・出身校	 　　　　　　④ あなたの施設を簡単に紹介してください
⑤ 今勤務している施設で主にどんな仕事に携わっていますか？	 　⑥ どうして理学療法士になろうと思いましたか？
⑦ 今現在興味を持って取り組んでいることは何ですか？

（仕事でもプライベートでもいいです）
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「自分の将来をポジティブに～セルフデザイン SD～」

第 58 回日本理学療法学術研修大会参加報告

金城大学 　神谷　晃央

　令和 5 年 5 月 27・28 日にオンラインで開催された第 58 回日本理学療法学術研
修大会に参加しました。大会テーマは「活力ある理学療法士 ～技能を繋ぐその
先のキャリア」であり、理学療法士の仕事の「働きやすさ」と「働きがい」につ
いて学び、考える機会となる研修会として企画されました。参加者は 4 つのコー
スの中から事前に選択し、私は「自分の将来をポジティブに ～ セルフデザイン

（SD）コース ～」を選びました。
　SD コースを選んだ理由は、私が理学療法士を養成する教員として、普段学生
たちと接している中で将来の可能性を伝えるためです。現在、理学療法士の就業
先は医療機関が 8 割、介護・福祉分野が 1 割強、その他が 1 割弱と言われていますが、研修会では健康
増進・予防に関わる企業、自費診療、起業、コンサルタント業などで活躍している方々の話を聞くこと
ができました。特に、海外でキャリア形成・就業・起業されている方々の話に興味を持ちました。彼ら
は日本での臨床経験や自身の研鑽を積み重ね、スキルを高めた上で海外での就業・起業に繋げていまし
た。
　学生たちには、理学療法士の活躍の場所や就業先がますます広がっていること、そして就いた仕事に
真剣に取り組み、自身の研鑽を積むことで、思いもよらない活躍のチャンスをつかむことを伝えたいと
思います。

第 105 回全国高等学校野球選手権記念石川大会のサポート事業に参加して

石川県済生会金沢病院 　渡辺　航平

　私は、この度 7 月 15 日から 27 日の間で開催された全国高等学校野球選手権記
念石川大会に選手のサポート事業に参加させていただきました。
　前回大会はコロナ禍だったこともあり、直接選手に接触してのコンディショニ
ングは原則行わないという形でのサポートとなっていましたが、今大会からはコ
ロナ禍以前から実施していた直接選手を触ってのコンディショニングや投手への
クールダウンも再開となりました。それにあたり、事前に全 3 回の研修会をオン
ライン含めて実施し、ベテランの先生方と新しくサポートに加わった先生間の知
識の共有も行いました。
　私が実際にサポートしたのは大会期間中の 1 日だけでしたが、熱中症の対応を含め何件もサポート依
頼があり、常に気が抜けない状態でした。その中で実際に試合後の投手のクールダウンを 2 回担当させ
ていただき、限られた時間の中で初見の選手の訴えから必要な評価を導き出し、アプローチにつなげる
という経験ができました。まだまだ力不足であることも実感したため、今回の経験を次のサポートに活
かしていきたいと思います。この度は、貴重な経験をさせていただきありがとうございました。
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新人オリエンテーション

金沢西病院　松井　隆希、岡田　帆香、大宮　夏帆、斉藤　詩乃

　石川県内の同期や先輩方との交流を深めたいと思い、
令和 5 年 6 月 4 日にオンラインで開催された、新人オリエ
ンテーションと新人交流会に参加させていただきました。
　養成校の同期が参加しているのか、どんな交流会にな
るのかなど、開始まで画面の前でとても緊張していまし
たが、同じ高校・養成校の仲間や先輩方の温かいフォロー
のおかげで緊張がほぐれ笑顔で交流会に参加することが
できました。交流会の中で、働き始めて困ったことやハ
プニングなど聞くことができ、とても参考になりました。また、仲間達の今後の目標や取り組んでいる
ことなど知ることができ、私たちは理学療法士としてどうありたいか、患者様や利用者様への対応につ
いて改めて考えるきっかけになりました。
　今回出会った仲間たちとともに一人一人が高い目標を持ち、石川県の理学療法士や石川県理学療法士
会がさらに輝く存在になれたらと思いました。

令和 4年度の荻原研究奨励基金学術優秀賞を受賞して

加賀市医療センター 　大泉　真一

　この度、令和 4 年度の荻原研究奨励基金学術優秀賞を受賞しました。受賞した
テーマは「若年者および地域在住高齢者の二重課題歩行における toe clearance
の最小値のバラツキと認知機能との関連性」です。
　振り返るとこのテーマは 2016 年からスタートし、既に 7 年が経ちました。こ
の間、いくつかの知見を報告してきましたが、現在は「つまずき」による転倒を
予防するためには toe clearance のバラツキに注目することが重要だと考えてい
ます。病院や施設にいる方と地域で元気に生活されている方では転倒に至る機序
が異なるため、両者を混同しないように注意は必要ですが、この研究結果は過去の研究を支持する知見
を提供し、高い確度を持っていると考えています。本研究の結果からは、toe clearance のバラツキは認
知機能の中でも注意・遂行機能と負の相関関係にあることが示されたことから、地域高齢者を対象に転
倒予防を考える場合は単に下肢筋力の強化だけではなく、注意・遂行機能にも着目する必要があると思
われます。
　最後に、この賞は私の研究に対する評価と励ましと受け止めております。今後もさらなる研究に取り
組み、社会に貢献できるよう努力してまいります。



― 　 ―22

−Ａ会員−

施　　　設　　　名 郵便番号 住　　　　　所 TEL

金 城 大 学 924-8511 白山市笠間町 1200 076-276-4400

社 会 医 療 法 人 財 団 董 仙 会
恵 寿 総 合 病 院

926-8605 七尾市富岡町 94 0767-52-3211

北 陸 大 学 920-1180 金沢市太陽が丘 1-1 076-229-1161

−Ｂ会員−

専 門 学 校
金沢リハビリテーションアカデミー

921-8032 金沢市清川町 2-10 076-280-8151

国 際 医 療 福 祉 専 門 学 校 七 尾 校 926-0816 七尾市藤橋町西部 1 0767-54-0177

医療法人社団橘会 整形外科米澤病院 920-0848 金沢市京町 1-30 076-252-3281

特 定 医 療 法 人 社 団　 勝 木 会 923-8551 小松市八幡イ12-7 0761-47-1212

−Ｃ会員−

医療法人社団慈豊会　久藤総合病院 922-0024 加賀市大聖寺永町イ17 0761-73-3312

医 療 法 人 社 団 浅 ノ 川
浅 ノ 川 総 合 病 院

920-8621 金沢市小坂町中 83 076-252-2101

医療法人社団　有川整形外科医院 924-0882 白山市八ツ矢町 232-2 076-275-7500

石川県リハビリテーションセンター 920-0353 金沢市赤土町ニ13-1 076-266-2860

社 会 福 祉 法 人 恩 賜 財 団 済 生 会
石 川 県 済 生 会 金 沢 病 院

920-0353 金沢市赤土町ニ13-6 076-266-1060

医 療 法 人 社 団 映 寿 会
映 寿 会 み ら い 病 院

920-8201 金沢市鞍月東 1-9 076-237-8000

金 沢 医 科 大 学 病 院 920-0293 河北郡内灘町大学 1-1 076-286-3511

公益社団法人石川勤労者医療協会
城 北 病 院

920-8616 金沢市京町 20-3 076-251-6111

日 本 赤 十 字 社
金 沢 赤 十 字 病 院

921-8162 金沢市三馬 2-251 076-242-8131

医療法人社団博友会　金沢西病院 920-0025 金沢市駅西本町 6-15-41 076-233-1811

賛助会員名簿

【2023年 7月14日現在】
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−Ｃ会員（続き）−

施　　　設　　　名 郵便番号 住　　　　　所 TEL

医 療 法 人 社 団 浅 ノ 川
金 沢 脳 神 経 外 科 病 院

921-8841 野々市市郷町 262-2 076-246-5600

独立行政法人地域医療機能推進機構
金 沢 病 院

920-8610 金沢市沖町ハ15 076-252-2200

医療法人社団　下崎整形外科医院 924-0802 白山市専福寺町 158-3 076-274-5000

市 立 輪 島 病 院 928-8585 輪島市山岸町は 1 番 1 地 0768-22-2222

珠 洲 市 総 合 病 院 927-1213 珠洲市野々江町ユ部 1-1 0768-82-1181

医 療 法 人 社 団 竜 山 会
金 沢 古 府 記 念 病 院

920-0362 金沢市古府 1-150 076-240-3555

医療法人社団和楽仁　芳珠記念病院 923-1226 能美市緑が丘 11-71 0761-51-5551

医療法人社団瑞穂会　みずほ病院 929-0346 河北郡津幡町字潟端 422-1 076-255-3008

医療法人社団さくら会　森田病院 923-8507 小松市園町ホ99-1 0761-21-1555

医 療 法 人 社 団　 安 田 内 科 病 院 921-8047 金沢市大豆田本町ハ 62 番地 076-291-2911

社会福祉法人徳充会　青山彩光苑 926-0831 七尾市青山町ろ部 22 番地 0767-57-3309

株 式 会 社 金 沢 義 肢 製 作 所 920-0935 金沢市石引 1-11-6 076-231-3328

株 式 会 社  済    世    館 920-0944 金沢市三口新町 2-2-25 076-231-7284

有 限 会 社  丸 山 義 肢 製 作 所 920-1167 金沢市もりの里 2-32 076-222-1068

帝 人 ヘ ル ス ケ ア 株 式 会 社
石 川 北 営 業 所 / 石 川 南 営 業 所

920-0024 金沢市西念 4-3-25　ＮＳビル 076-224-8686

セ ン ト ラ ル メ デ ィ カ ル 株 式 会 社 920-0024 金沢市西念 3-1-5 076-262-1111

株 式 会 社 ト ミ キ ラ イ フ ケ ア 920-0061 金沢市問屋町 2-74 076-237-0708

石 川 県 理 学 療 法 士 連 盟 920-8204 金沢市戸水 1-25 076-254-1431

株 式 会 社  大 塚 製 薬 工 場 920-0016 金沢市諸江町中丁 160-1-3F （090）5718-6833
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　立秋とはいえ、連日の猛暑にいささか参っておりますが、皆様はいかがお過ごしでしょうか。

仲秋が待ち遠しい今日この頃、東海北陸理学療法学術大会が石川で開催されます。編集部も学会の

成功を願いながら編集しております。

発行：公益社団法人  石川県理学療法士会　 編集：事務局メディアネットワーク部

山本　拓哉　　石田　勝也　　岩佐　和明　　岩田　翔平　　神谷　晃央　　澤田　康平

茶谷　恒太　　坂下竜之助　　横田　文子　　北山　彩香　　北川由美子　　中川　　允

求人広告についての
お　し　ら　せ

−広告料金−

　　　  1 ／ 8　ページ　　 5,000 円
　　　  1 ／ 4　ページ　　10,000 円
　　　  1 ／ 2　ページ　　20,000 円

求人広告については、下記へお問い合わせ下
さい。

〒924−8511　石川県白山市笠間町 1200
金城大学　医療健康学部　理学療法学科
　　　　　　　　　　　　　　  山本　拓哉

TEL : 076 − 276 − 4400
FAX : 076 − 275 − 4316

E-mail : yamamoto@kinjo.ac.jp

県士会ニュース

−自由投稿募集−
　県士会ニュースでは、みなさんの投稿による自由投稿枠を設けています。内容は問いません。
意見、質問、表紙に相応しい写真などなんでも OK です。
投稿希望の方は下記まで、まずご連絡ください。
投稿〆切は 5・8・11・2 の各月の 1 日となっております。沢山の投稿をお待ちしております。

〒924−8511　石川県白山市笠間町 1200
TEL : 076−276−4400　 FAX : 076−275−4316　 E-mail : yokota@kinjo.ac.jp
金城大学　医療健康学部　理学療法学科　 横田　文子

マイページの内容に　
変更ございませんか？

本会では、会員の皆さまのマイページ登録情
報をもとに郵送物の発送を行っております。

ご所属先やご住所等に変更がございましたら、
会員各自でマイページに登録されている情報
の修正をお願いします。
登録されている情報の修正は、日本理学療法
士協会ホームページ内の【マイページ】にロ
グインすることにより可能です。
お手数をおかけいたしますが、何卒ご協力を
お願いいたします。

問い合わせ先
公益社団法人 石川県理学療法士会事務局
〒920−8204  石川県金沢市戸水 1 丁目25

TEL : 076 − 254 − 1431
FAX : 076 − 254 − 1432

E-mail : info@ishikawa-pt.com
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石川県理学療法士会公式 LINE


